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これまでの地震被害想定調査

大正型関東地震等の海溝型３ケースの地震を想定

海溝型３ケースに加えて直下型４ケースの地震を想定

平成７年度に阪神淡路大震災の教訓を反映して更新

中央防災会議が平成１７年に公表した国として初めての首都直下地震の
被害想定を踏まえ、県の被害想定を更新

県にもっとも被害の大きい「東京湾北部地震」による被害を想定

東日本大震災を受けた国の首都直下地震の被害想定（平成２５年公表）
を踏まえ更新

「千葉県北西部直下地震」による被害に加えて、津波の被害想定を実施

平成２６・２７年度

平成１９年度

平成３～５年度、平成７年度

昭和５５～５８年度



平成２６・２７年度千葉県地震被害想定調査

市川市～千葉市かけての断層を想定
破壊開始点(震源)は千葉市と習志野市の
境界付近深さ５０㎞（プレート内の地震）
マグニチュード７．３
想定最大震度：６強(２８市町)

＊震度７は無い
津波は、震源が深く、陸域直下の
地震なので発生しない

東日本大震災の震源域の南側の
割れ残り
マグニチュード８．２
津波地震のため、揺れの強さ、
揺れによる被害は想定していない

＊上記のほか、被害量を算出せず揺れのみ想定した地震

・ 大正型関東地震 Mw7.9
・ 防災リスク対策用地震

プレート内一律 Mw7.3
地殻内一律 Mw６．８

千葉県北西部直下地震

房総半島東方沖日本海溝沿い地震

房総半島東方沖日本海溝沿い地震

千葉県北西部直下地震



平成２６・２７年度千葉県地震被害想定調査

＊液状化対策は考慮していない

震度分布図
(千葉県北西部直下地震)

液状化危険度マップ
(千葉県北西部直下地震)



平成２６・２７年度千葉県地震被害想定調査

千葉県北西部直下地震による主な想定被害量

建物被害 全壊・焼失棟数 81,200 棟

半壊棟数 150,700 棟

人的被害 死者数 2,100 人

負傷者数 25,100 人

避難者数 806,600 人

最大帰宅困難者数 1,477,000 人

ライフライン被害 電力供給停止率 49 %

上水道機能支障人口 2,612,200 人

都市ガス停止戸数 479,000 戸

LPガス機能障害世帯数 82,100 世帯

エレベータ停止台数 2,500 台

携帯電話停波基地局率 46 %

災害廃棄物量 7,789,300 m3

経済被害額 直接被害額 8.14 兆円

火災による死者が
60 %以上

発災直後に給水人
口の42％に影響

建物の被害額が
５０%以上

避難所＋避難所外
（ピーク時）

県内＋県外の県民
の帰宅困難者



平成２６・２７年度千葉県地震被害想定調査

市川市～千葉市かけての断層を想定
破壊開始点(震源)は千葉市と習志野市の
境界付近深さ５０㎞（プレート内の地震）
マグニチュード７．３
想定最大震度：６強(２８市町)

＊震度７は無い
津波は、震源が深く、陸域直下の
地震なので発生しない

東日本大震災の震源域の南側の
割れ残り
マグニチュード８．２
津波地震のため、揺れの強さ、
揺れによる被害は想定していない

＊上記のほか、被害量を算出せず揺れのみ想定した地震

・ 大正型関東地震 Mw7.9
・ 防災リスク対策用地震

プレート内一律 Mw7.3
地殻内一律 Mw６．８

千葉県北西部直下地震

房総半島東方沖日本海溝沿い地震

房総半島東方沖日本海溝沿い地震

千葉県北西部直下地震



平成２６・２７年度千葉県地震被害想定調査

津波の最大波高
(房総半島東方沖日本海溝沿い地震)

最大津波の到達時間
(房総半島東方沖日本海溝沿い地震)

８．８ ｍ
(銚子市酉明浦）

８．３ ｍ
(いすみ市岩和田東）

８．１ ｍ
(一宮町新浜）

４．７ ｍ
(横芝光町川下）

3．0 ｍ
(南房総市野島崎）

15．7 分
(南房総市白間津）

31.0 分
(銚子市長崎鼻）

35．0 分
(一宮町鳴山）

35．0 分
(匝瑳市新堀）

23.0 分
(いすみ市岩和田東）

16．1 分
(鴨川市弁天島）



平成２６・２７年度千葉県地震被害想定調査

房総半島東方沖日本海溝沿い地震による想定被害量

建物被害 全壊棟数 2,900 棟

半壊棟数 6,700 棟

人的被害 死者数（全員直後避難） 10 人

死者数（早期避難率高） 1,300 人

死者数（早期避難率低） 5,600 人

避難行動別の比率

避難する
切迫避難あるい
は避難しないすぐに避難する

すぐには避難しない
（用事後避難）

全員直後避難 100 % 0 % 0 %

早期避難比率高 70 % 30 % 0 %

早期避難比率低 20 % 50 % 30 %

迅速な避難により
被害は大幅に低減

効果的な呼びかけ
が行われた場合

木造建物は浸水深
2mで全壊想定

〇 人的被害は、津波浸水深、津波到達時間に加え、住民の避難行動により左右される。
地震・津波情報により、直ちに避難行動を起こすと被害は大幅に低減する。

〇 津波被害の特徴は、死ぬか生きるかである。東日本大震災でも負傷者数より死者数が多い。



県の防災対策や啓発への活用

千葉県地震防災戦略 地震被害想定の結果に基づき、平成２９年度に改訂



県の防災対策や啓発への活用

①トップページ

②被害想定

③液状化を知る

④県民シナリオ

⑤身近で出来る防災対策

⑥被災ストーリー

⑦防災教育

⑧詳細データ

⑨マイハザードマップ

主なコンテンツ

ちば地震被害想定のホームページ

トップページでは「揺れやすさ」や「液状化しやすさ」などのリスク関連
マップの表示ができるほか、被害想定調査の詳細を見ることが出来ます。



県の防災対策や啓発への活用

津波による浸水予測図
を表示→

↑台地や谷津田、地すべ
り地形など地形の違い
を表示

↑揺れやすさマップ・液
状化しやすさマップなど
地盤リスクマップの表示

地形からみたリスク 揺れやすさ、液状化しやすさ

津波浸水予測図



県の防災対策や啓発への活用

地域別（５地域：北部、北西部、中央部、東部、南部）の災害リスクや
地震被害に対する事前の備え・発生時の対処方法等を掲載

ちば地震防災ガイド（H28年9月発行）


